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　10月５日�、島田小学校創立百
周年記念事業の一環「本物の舞台
芸術体験事業（文化庁）」の本公演が、
島田小学校体育館を会場に行なわれ、
編集者も取材に行ってきました。
�一番印象に残ったのは授業のシー
ンです。客席の方を黒板にみたて
て算数の授業のシーンでした。�役
者が「ここに３つのリンゴありま
す。」と客席の方に指を指しました。
すると子どもたちが何人も後ろを
振り返ったのです。�もちろん子
どもたちもリンゴは後ろに無いと
いうことは分かっていました。し
かし、つい振り返ってしまうよう
なすばらしい演技でした。�プロ
演技者の表現力の豊かさ、演技の
細かさ、そして、すごさを実感す
るいい機会となりました。�

和
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村

和
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村 
和
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村

和
島
村 
和
島
村 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 0 7 7人（－6人） 
　●男　2 , 4 4 5人（－2人） 
　●女　2 , 6 3 2人（－4人） 
世帯数　1 , 3 1 1戸（±０戸） 

※９月末現在・（　）内は前月比 
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国民負担率の国際比較 
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国民負担率 

消費税の改正のお知らせ 消費税の改正のお知らせ 消費税の改正のお知らせ 

消費税の事業者免税点が、3,000万円から1,000万円に
引き下げられました。 
 
平成15年分の課税売上高が1,000万円を超える個人事
業者の方は、平成17年分消費税の課税事業者となり、
平成17年１月から帳簿の記載や請求書等の保存が必
要です。 

～消費税の改正～ 

e-Taxは、自宅やオフィスでできる国税電子申告・納
税システムです。所得税、法人税、消費税の申告など、
すべての税目の納税、申請・届出などができます。
便利なe-Taxを利用してみてはいかがですか。 

～e-Tax（イータックス）～ 

消費税の届出と記帳等の準備はお済みですか？ 
 
�課税事業者届出書の提出がお済みでない方は速や
かに！ 
�課税事業者は日々の記帳を適切に！ 

～新たに課税事業者となる個人事業者の方へ～ 

国税電子申告・納税システム（e-Tax）ホームページ 
http://www.e-tax.nta.go.jp

おまけ 
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日
本
で
は
、
人
口
が
２
０
０
６
年
を
ピ
ー

ク
に
長
期
減
少
に
転
じ
る
、
「
人
口
減
少

社
会
」
を
迎
え
ま
す
。
同
時
に
、
人
口
に

占
め
る
高
齢
者
（
 65
歳
以
上
）
と
勤
労
者

（
 20
歳
以
上
 64
歳
以
下
）
の
割
合
は
、

１
９
８
０
年
に
１
人
対
６
・
６
人
で
あ
っ

た
も
の
が
、
２
０
０
０
年
に
は
１
人
対
３
・

６
人
、
２
０
４
０
年
に
は
１
人
対
１
・
６
人

に
な
り
、
今
世
紀
半
ば
に
は
、
国
民
３
人

に
１
人
が
 65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
「
超

高
齢
社
会
」
の
到
来
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
に
高
齢
者
が
増
え
て
年
少
者

が
減
る
現
象
は
、
将
来
の
社
会
に
大
き
な

影
響
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
急
増
に
と
も
な
っ
て
年
金
や

医
療
な
ど
社
会
保
障
の
費
用
が
増
え
、
そ

れ
を
負
担
す
る
働
き
手
が
減
っ
て
い
く
こ

と
で
、
働
き
手
一
人
一
人
の
負
担
が
重
く

な
る
の
で
す
。 

　
私
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
を
求
め
、
そ
れ
に
対
す
る
税
の

負
担
水
準
を
選
択
す
る
か
に
よ
っ
て
、
「
税

の
規
模
」
が
決
ま
り
ま
す
。
で
は
、
財
源

と
な
る
税
を
、
だ
れ
が
、
ど
の
程
度
、
ど

の
よ
う
に
し
て
負
担
し
て
い
く
べ
き
な
の

で
し
ょ
う
か
。 

　
少
子
・
高
齢
社
会
と
い
っ
た
経
済
社
会

の
構
造
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
私

た
ち
が
、
税
の
果
た
す
役
割
を
理
解
し
、

税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。 

 

    

　
国
民
負
担
率
と
は
、
租
税
負
担
と
社
会

保
障
負
担
（
公
的
年
金
や
公
的
医
療
保
険

の
保
険
料
な
ど
）
の
合
計
が
国
民
所
得
に

占
め
る
割
合
の
こ
と
で
す
。 

　
現
在
、
日
本
の
国
民
負
担
率
は
主
要
先

進
国
に
比
べ
て
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
日
本
が
、
他
国
に
例
を
み
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
高
齢
化
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭

に
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
し
て
福
祉
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

に
は
、
公
平
な
税
負
担
と
給
付
の
関
係
を

考
え
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

    
　
税
金
は
ま
さ
に
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま

で
私
た
ち
の
生
活
に
関
係
し
ま
す
。 

　
ど
ん
な
人
も
税
に
関
す
る
基
礎
知
識
は

押
さ
え
て
お
く
べ
き
で
、
そ
う
す
れ
ば
い

ざ
と
い
う
時
も
慌
て
な
く
て
も
す
む
と
思

い
ま
す
。
家
を
建
て
る
時
と
か
相
続
す
る

時
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
税
金
に
遭

遇
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
税
金
は
専
門
用
語
が
多
く
理
解
し
づ
ら

い
部
分
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
税
が
関
係

し
て
い
る
か
を
知
る
良
い
機
会
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

国
民
負
担
率 

国
民
負
担
率 
お
わ
り
に 
お
わ
り
に 

少
子
・
高
齢
化
と 

　
　
こ
れ
か
ら
の
税 

少
子
・
高
齢
化
と 

　
　
こ
れ
か
ら
の
税 
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私
た
ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
を

続
け
て
い
く
た
め
に
、
国
や
地
方
公
共
団

体
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
身
の
回
り
を
見
て
も
、
社
会
福
祉
の
充

実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
振
興
な

ど
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
公
園
、
学

校
、
ゴ
ミ
処
理
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
い
つ
も

当
た
り
前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
警
察
や
消
防
の
よ
う
に
、
い

ざ
と
い
う
時
に
社
会
の
安
全
を
守
る
役
割

を
果
た
す
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

　
税
金
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
大
切

な
財
源
で
す
。
税
金
は
私
た
ち
の
生
活
の

向
上
と
安
全
の
た
め
、
そ
し
て
共
同
社
会

を
維
持
す
る
た
め
の
重
要
な
も
の
で
す
。 

　
納
税
者
で
あ
る
私
た
ち
国
民
は
、
税
金

の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
に
つ
い
て
も
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

　
そ
し
て
知
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
の

考
え
る
と
い
う
と
こ
に
ま
で
い
く
べ
き
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

   

              

　
現
在
、
大
き
な
構
造
変
化
の
時
を
迎

え
て
い
る
日
本
の
経
済
社
会
。
国
・
地

方
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
少

子
・
高
齢
社
会
は
ま
す
ま
す
進
展
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

社
会
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
あ
る
税

が
果
た
す
役
割
は
、
よ
り
重
要
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、

私
た
ち
一
人
一
人
も
単
に
税
を
「
知
る
」

だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
能
動
的
に
そ
の

意
義
や
役
割
な
ど
を
「
考
え
」
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

    

　
国
の
歳
入
（
一
般
会
計
歳
入
）
は
、

私
た
ち
の
納
め
た
税
金
や
国
債
の
発
行

に
よ
り
調
達
し
た
資
金
（
公
債
金
）
か

ら
な
り
ま
す
。
平
成
 16
年
度
の
歳
入
の

う
ち
、
税
金
は
 50
・
８
％
で
あ
り
、
 44
・

６
％
は
公
債
金
に
依
存
し
て
い
る
状
態

で
す
。 

    

　
毎
年
の
公
債
発
行
に
よ
り
、
日
本
の

公
債
残
高
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
り
、

そ
の
残
高
は
平
成
 16
年
度
で
約
４
８
３

兆
円
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
公
債
残
高
に
借
入
金
残
高
な

ど
の
国
の
長
期
債
務
と
地
方
債
残
高
な

ど
の
地
方
の
長
期
債
務
を
合
計
し
た
「
国

及
び
地
方
の
長
期
債
務
残
高
」
は
平
成

 16
年
度
末
に
は
７
１
９
兆
円
程
度
に
上

る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
財
政
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

    

　
国
の
歳
出
（
一
般
会
計
歳
出
）
で
は
、

社
会
保
障
関
係
費
（
 24
・
１
％
）
が
最

も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。
今
後
、
少
子
・
高
齢

化
に
よ
る
医
療
費
や
年
金
の

給
付
の
増
加
に
伴
い
、
社
会

保
障
関
係
費
も
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ほ
か
に
は
主
に
、
国
債
費
、

地
方
交
付
税
交
付
金
な
ど
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
11
月
11
日
〜
17
日
は
、
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
昭
和
49
年
に
「
税
を
知
る
週
間
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
、
そ
の
名
称
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
問
題
と

し
て
税
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

「
知
る
」
か
ら 

　
　
「
考
え
る
」
へ 

「
知
る
」
か
ら 

　
　
「
考
え
る
」
へ 

財
政
の
原
状 

財
政
の
原
状 

国
の
収
入（
歳
入
）の 

約
５
割
が
税 

国
の
収
入（
歳
入
）の 

約
５
割
が
税 

国
の
支
出（
歳
出
）の
約
２
割 

は
社
会
保
障
関
係
費 

国
の
支
出（
歳
出
）の
約
２
割 

は
社
会
保
障
関
係
費 



平 成 
15年度 
平 成 
15年度 

村民一人 
当たりの 
村税負担額 

村民一人 
当たりに 
使われた額 

土木費土木費 
4億7,2857,285万3千円千円 

17.7％ 

土木費 
4億7,285万3千円 

17.7％ 

総務費 
5億4,230万円 
20.3％ 

農林水産業費農林水産業費 
2億4,2834,283万6千円千円 

9.1％ 

農林水産業費 
2億4,283万6千円 

9.1％ 
教育費 

2億5,989万6千円 
9.7％ 

公債費 
3億5,326万3千円 

13.2％ 

民生費民生費 
3億4,5794,579万2千円千円 

13.0％ 

民生費 
3億4,579万2千円 

13.0％ 

その他 
2億7,9227,922万4千円千円 

10.5％ 

その他 
2億7,922万4千円 

10.5％ 

衛生費 
1億7,205万8千円 

6.5％ 

　内　訳 
議会費 
労働費 
商工費 
消防費 
災害復旧費 

 
6,223万1千円（2.3％） 
400万7千円（0.2％） 
5,828万9千円（2.2％） 
9,656万2千円（3.6％） 
5,813万5千円（2.2％） 

地方交付税地方交付税 
1313億1,1411,141万3千円千円 

48.0％ 

地方交付税 
13億1,141万3千円 

48.0％ 

国県支出金国県支出金 
1億7,6927,692万円万円 
8千円千円 
6.5％ 

国県支出金 
1億7,692万円 
8千円 
6.5％ 

交付金・譲与税 
1億1,728万7千円 

4.2％ 

村債 
5億4,060万円 
19.8％ 

村税村税 
3億5,2555,255万円万円4千円千円 

12.912.9％ 

村税 
3億5,255万円4千円 

12.9％ 

分担金及び負担金・ 
使用料及び手数料 
5,519万8千円 
　　　   2.1％ 

諸収入 
3,985万4千円 
1.5％ 

その他 
1億3,653万円 
5.0％ 

歳出総額 
26億6,822万2千円 

78.5％ 

自 

依 

存 

財 

源 
 

主 
財 

源 
21.5％ 歳入 

27億3,036万4千円 

 

各  指  数 

・財政力指数 

・経常収支比率 

・起債制限比率 

・公債費負担比率 

・標準財政規模 

 

・税の徴収率 

・積立金残高 

０.229 

85.2％ 

9.8％ 

12.3％ 

16億8,521万 
3千円 

99.3％ 

10億4,990万 
8千円 

特別会計決算状況 

会　計　名 歳 入 額 歳 出 額 差 引 額 

2,038万円 国民健康保険 
特 別 会 計  

2,018万１千円 老 人 保 健  
特 別 会 計  

250万4千円 農業集落排水事業 
特 別 会 計  

845万3千円 公共下水道事業 
特 別 会 計  

1,311万2千円 介 護 保 険  
特 別 会 計  

61万5千円 

3億4,566万 
9千円 

5億2,218万 
2千円 

1億3,986万円 

3億8,270万 
7千円 

2,165万5千円 

3億6,604万 
9千円 

5億4,236万 
3千円 

1億4,236万 
4千円 

3億9,116万円 

3億7,544万 
4千円 

3億6,233万 
2千円 

2,227万円 三島郡介護認定 
審査会特別会計 

村債残高（一般会計分） 

財 政 投 資 資 金  

簡 保 資 金  

市 中 銀 行  

　 計 　  

公営企業金融公庫、 
そ の 他  

23億6,867万9千円 

2億6,858万6千円 

29億5,454万円 

2億6,691万円 

5,036万5千円 

　一般会計の歳出に係る主要事業 
費 用 名 主　　要　　事　　業 

土 木 費  
 
 
総 務 費  
 
 
農林水産業費 
 
 
教 育 費  
 
 
公 債 費  
 
民 生 費  
 
 
衛 生 費  
 
商 工 費  
 
 
消 防 費  

村道整備事業、除排雪関係費 
公共下水道事業特別会計繰出金 
 
村長・村議会議員・衆議院議員選挙費、基金積立、交通対策関係費、
道の駅整備費、合併協議会負担金、統計調査関係費 
 
生産調整関係費、大型農業機械購入費補助、 
県営ほ場整備事業、農業集落排水事業特別会計繰出金 
 
中学校５０周年記念事業補助金、生涯学習事業、こなかクラブ事業、 
野球場内野改修工事、埋蔵文化財発掘調査事業 
 
長期借入金の元利償還金 
 
老人福祉対策事業、社会活動促進対策事業 
児童クラブ事業 
 
保健衛生活動事業、合併処理浄化槽設置整備補助金 
 
商工業振興、観光関連事業、 
良寛の里・オートキャンプ場管理運営事業 
 
消防団費、防災関連経費 

    

　
平
成
15
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
決
算
が
去
る
９
月
定
例
議
会
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
般
会
計 

　
一
般
会
計
歳
入
総
額
は
27
億
３
、
０

３
６
万
４
千
円
、
前
年
対
比
２
・
６
％

減
、
歳
出
総
額
は
26
億
６
、
８
２
２
万

２
千
円
、
同
１
・
７
％
減
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
総
務

費
で
道
の
駅
整
備
事
業
の
増
と
農
林
水

産
業
費
で
Ｊ
Ａ
大
豆
乾
燥
調
整
施
設
整

備
事
業
の
減
の
差
し
引
き
に
よ
る
も
の

で
す
。
実
質
収
支
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
２
、
１
４
２
千
円
で
黒
字
決
算
と
な

り
、
各
指
数
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　 

 

特
別
会
計 

　
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

介
護
保
険
、
三
島
郡
介
護
認
定
審
査
会

の
各
特
別
会
計
に
お
い
て
も
、
一
般
会

計
と
同
様
に
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。 

   
○
財
政
力
指
数 

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
指

数
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
数
字

が
１
に
近
い
ほ
ど
財
政
的
に
豊
か
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。 

 

○
経
常
収
支
比
率 

　
経
常
的
収
入
に
対
し
て
、
人
件
費
や

公
債
費
と
い
っ
た
毎
年
必
ず
出
て
い
く

お
金
の
割
合
が
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て

い
る
か
を
示
す
値
で
す
。
こ
の
値
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
自
由
に
使
え
る

（
道
路
や
建
物
を
つ
く
る
な
ど
）
お
金

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

○
起
債
制
限
比
率 

　
「
起
債
制
限
比
率
」
と
は
、
公
共
団

体
に
お
け
る
公
債
費
に
よ
る
財
政
負
担

の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
の
一
つ
で

す
。
こ
の
指
標
は
、
地
方
債
の
許
可
の

制
限
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
 20
％
以
上

の
団
体
に
対
し
て
は
、
一
般
単
独
事
業

な
ど
の
た
め
の
地
方
債
の
発
行
が
国
に

よ
り
制
限
さ
れ
ま
す
。 

 

○
公
債
費
負
担
比
率 

　
公
債
費
に
充
て
ら
れ
た
一
般
財
源
の

一
般
財
源
総
額
に
対
す
る
割
合
を
「
公

債
費
負
担
比
率
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の

率
が
高
い
ほ
ど
財
政
運
営
の
硬
直
性
が

高
く
な
る
、
つ
ま
り
使
え
る
お
金
が
少

な
く
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
一
年
間
で
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
般
会
計
を
中
心

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 
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最
近
の
傾
向
は
警
察
官
や
弁
護
士
を

名
乗
っ
て
電
話
し
夫
や
息
子
、
孫
が
交

通
事
故
を
起
こ
し
た
と
い
う
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
。 

　
受
け
た
側
は
肉
親
が
事
故
の
加
害
者

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
だ
け
で
動

転
し
、
冷
静
な
判
断
力
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
に
つ
け
込
ん
で
示
談
の

話
を
持
ち
出
し
、
事
故
で
壊
れ
た
車
の

修
理
代
や
け
が
の
治
療
費
を
口
座
に
振

り
込
む
よ
う
仕
向
け
る
も
の
で
す
。 

　
具
体
的
に
は
「
警
察
で
す
。
ご
主
人

（
息
子
さ
ん
）
が
事
故
を
お
こ
し
ま
し

た
」
「
ご
主
人
（
息
子
さ
ん
）
は
軽
い

怪
我
な
ん
で
す
が
、
相
手
の
方
の
奥
さ

ん
が
怪
我
を
さ
れ
て
救
急
車
で
病
院
に

運
ば
れ
ま
し
た
」
「
本
当
に
相
手
方
が

い
い
人
で
示
談
で
い
い
と
言
っ
て
い
ま

す
の
で
直
ぐ
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。 

    

　
警
察
官
が
示
談
に
介
入
し
て
現
金
を

振
り
込
む
よ
う
に
要
求
す
る
こ
と
は
「
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
」
の
で
、
警
察
官
を

名
乗
り
示
談
金
等
の
名
目
で
現
金
の
要

求
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
も
ち
ろ
ん
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
手
口
は

示
談
金
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
お
金
を
騙
し
取
ら
れ
な
い
よ
う
、
電

話
で
現
金
を
振
り
込
む
よ
う
に
要
求
の

あ
っ
た
場
合
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。  

  ①
相
手
よ
り
先
に
、
身
内
や
親
族
の
名

前
を
言
わ
な
い
。 

②
電
話
１
本
で
お
金
を
要
求
し
て
く
る

の
は
、
「
お
か
し
い
！
」
と
頭
か
ら

疑
っ
て
く
だ
さ
い
。 

③
お
金
を
振
り
込
む
前
に
、
本
人
か
仕

事
先
に
確
認
を
。 

④
一
人
で
悩
ん
だ
り
、
判
断
せ
ず
、
誰

か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

　
振
込
み
は
家
族
に
連
絡
し
て
確
認
し

て
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。 

⑤
確
認
で
き
な
い
時
に
は
、
お
金
の
要

求
に
応
じ
な
い
、
お
金
を
振
込
ま

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

     

　
様
々
な
手
口
で
せ
ま
っ
て
く
る
悪
質

商
法
に
対
応
す
る
た
め
、
「
特
定
取
引

に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
平
成

 16
年
 11
月
 11
日
か
ら
、
事
業
者
に
対
す

る
規
制
強
化
と
消
費
者
を
救
済
す
る
た

め
の
民
事
ル
ー
ル
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。 

 

●
「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」

と
は
… 

　
訪
問
販
売
な
ど
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

生
じ
や
す
い
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販

売
な
ど
を
対
象
に
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の

ル
ー
ル
を
定
め
、
事
業
者
に
よ
る
不
公

平
な
勧
誘
行
為
等
を
取
り
締
ま
る
こ
と

に
よ
り
、
消
費
者
取
引
の
公
正
を
確
保

す
る
た
め
の
法
律
で
す
。 

 

○
消
費
者
救
済
の
た
め
の
民
事
ル
ー
ル 

①
事
業
者
が
商
品
の
性
能
な
ど
重
要
な

事
項
に
つ
い
て
言
わ
な
か
っ
た
り
、

嘘
を
言
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
消
費

者
が
誤
っ
て
契
約
を
し
た
場
合
は
、

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

②
事
業
者
が
嘘
を
言
っ
た
り
、
脅
し
た

り
し
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

妨
害
し
た
場
合
は
、
消
費
者
は
い

つ
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
ま
す
。 

  

    

○
事
業
者
へ
の
規
制
強
化 

①
商
品
の
販
売
な
ど
の
勧
誘
を
す
る
と

き
は
、
勧
誘
が
目
的
で
あ
る
こ
と

を
ま
ず
明
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
ま
す
。 

②
販
売
目
的
を
隠
し
て
、
一
般
の
人
々

が
自
由
に
出
入
り
し
な
い
場
所
に

誘
い
込
ん
で
勧
誘
す
る
こ
と
を
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
し
ま
す
。 

③
商
品
の
性
能
等
に
関
す
る
重
要
な
事

実
を
わ
ざ
と
消
費
者
に
言
わ
な
い

行
為
を
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
し

ま
す
。 

 

●
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
は
… 

契
約
後
一
定
の
期
間
、
冷
静
に
再
考

し
て
解
約
で
き
る
機
会
を
消
費
者
に

与
え
る
制
度
で
す
（
訪
問
販
売
や
電

話
勧
誘
販
売
な
ど
は
８
日
間
）
。 

 

◎
「
契
約
を
取
り
消
し
た
い
」
「
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
を
知
り
た
い
」

と
い
う
場
合
に
は
、
早
め
に
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

 

○
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

（
０
２
５
―
２
８
５
―
４
１
９
６
） 

○
和
島
村
役
場
企
画
観
光
課 

（
０
２
５
８
―
７
４
―
３
１
１
１
） 
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示
談
金
の
話
し
に

示
談
金
の
話
し
に 

ご
注
意
を

ご
注
意
を 

示
談
金
の
話
し
に 

ご
注
意
を 

有
効
な
対
策
法
は

有
効
な
対
策
法
は 

有
効
な
対
策
法
は 

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
手
口
も
ど
ん
ど
ん
複
雑
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
多
く
の
方
々
が
、
　 

 

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
た
。
で
も
、
い
ざ
自
分
に
か
か
っ

て
き
た
ら
、
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
与
板
警
察
署
管
内
で
も
、
警
察
官
を
名
乗
っ
た
交
通
事
故
の
示
談
名
目
に

よ
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
事
件
が
発
生
し
、
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
決
し

て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
下
さ
い
。 

トピックス 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
活
躍
　
幼
稚
園
・
保
育
所
運
動
会 
今
年
も
ハ
ッ
ス
ル
　
村
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

人
を
思
う
心
　
人
権
の
意
識
の
第
一
歩 

一
瞬
の
判
断
　
逃
げ
る
が
勝
ち 

   

　
９
月
25
日
（土）
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
幼
稚
園
・
保
育
所
合
同
に
よ

る
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
か
け
っ
こ
や
玉
入
れ

な
ど
、
様
々
な
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

普
段
に
も
増
し
て
元
気
に
会
場
を
駆
け

回
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
少
々
運
動
不
足
気
味
の
父
母
ら
も
こ

の
日
ば
か
り
は
大
ハ
ッ
ス
ル
。
特
に
今

年
は
祖
父
母
の
競
技
も
初
め
て
行
な
わ

れ
会
場
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
大
勢
の
父
母
や
祖
父
ら
が
応
援

に
駆
け
つ
け
、
子
や
孫
の
大
奮
闘
に
大

き
な
声
援
と
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

   

　
９
月
28
日
（火）
桐
島
小
学
校
で
防
犯
訓

練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
で
は
、
１
年
生
の
教
室
に
不
審

者
が
侵
入
し
た
と
い
う
想
定
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
不
審
者
が
侵
入
す
る
と

「
キ
ャ
ー
」
と
声
を
あ
げ
な
が
ら
も
す

ば
や
く
行
動
し
、
グ
ラ
ン
ド
に
非
難
し

て
い
き
ま
し
た
。 

　
不
審
者
は
担
任
の
先
生
や
校
長
先
生

が
対
応
し
て
い
る
間
に
駆
け
つ
け
た
瀬

下
島
崎
駐
在
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
ま
し

た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
一
瞬
で
も
早
く

動
け
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
訓
練
は
と

て
も
重
要
で
す
ね
。 

   

　
今
年
で
26
回
目
と
な
る
村
老
連
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
９
月
30
日
（木）
、
農
村
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
開
会
式
の
後
、
準
備
体
操
で
体
を
ほ

ぐ
す
と
い
よ
い
よ
競
技
が
開
始
。
ス
プ
ー

ン
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
な
ど
お
な
じ
み
の

競
技
の
ほ
か
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
の
ゲ
ー
ム
な
ど
含

め
て
午
前
、
午
後
あ
わ
せ
て
13
も
の
競

技
や
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
選
手
の
み
な
さ
ん
は
大
き

な
声
援
に
支
え
ら
れ
、
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
健
脚
ぶ
り
で
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

　
10
月
５
日
（火）
桐
島
小
学
校
に
お
い
て

「
人
権
啓
発
号
が
行
く
！
人
権
ハ
ー
ト

回
収
大
作
戦
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
村
の
人
権
委
員
の
遠
藤
さ

ん
を
は
じ
め
県
の
人
権
啓
発
室
の
人
た

ち
が
桐
島
小
学
校
を
訪
れ
、
人
権
意
識

の
大
切
さ
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
な
い
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
人
権
を
考
え
る

よ
う
な
紙
し
ば
い
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
お
こ
な
れ
、
子
供
た
ち
は
真
剣
な
眼

差
し
で
話
し
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。 

　
子
供
た
ち
に
は
差
別
や
偏
見
を
せ
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
人
に
優
し
く
で
き
る
よ
う

な
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。 
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生 涯 学 習 情 報  

　
先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
、
島
田
小
学

校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
「
本

物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業（
文
化
庁
）」

の
本
公
演
が
、
10
月
５
日
（火）
、
島
田
小

学
校
体
育
館
を
会
場
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。 

　
当
日
は
、
１
ヶ
月
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
際
に
選
ば
れ
た
児
童
へ
の
直
前
演

技
指
導
や
、
１
〜
６
年
生
、
そ
し
て
保

護
者
へ
の
歌
の
指
導
も
併
せ
て
行
な
わ

れ
、
プ
ロ
と
の
舞
台
共
演
を
観
劇
者
み

ん
な
が
体
験
し
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
舞
台
が
終
演
を
迎
え
る
と
目
を
真
っ

赤
に
す
る
子
ど
も
の
姿
も
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
、
プ
ロ
の
舞
台
を
目
の
当
た
り

に
し
心
引
き
込
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の

感
動
は
想
像
以
上
ら
し
く
、
観
劇
者
そ

れ
ぞ
れ
が
プ
ロ
の
演
じ
る
ス
テ
ー
ジ
か

ら
、
心
に
感
じ
る
何
か
を
受
け
止
め
て

い
た
様
子
で
し
た
。 

 

　
去
る
10
月
15
日
（金）
、
与
板
町
を
学
ぼ

う
と
、
同
町
に
お
い
て
学
習
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
初
に
訪
れ
た
町
民
体
育
館
で
は
、

「
台
所
で
家
事
を
し
て
い
る
と
、
い
つ

の
間
に
か
歌
っ
て
い
る
」
姿
を
目
標
と

し
活
動
を
続
け
る
同
町
の
歌
声
サ
ー
ク

ル
「
よ
い
た
サ
ン
コ
ー
ラ
ス
」
の
み
な

さ
ん
と
唱
歌
な
ど
を
共
に
歌
い
ま
し
た
。 

指
導
者
の
堀
良
作
先
生
の
言
う
「
歌
を

歌
い
心
を
動
か
す
」
の
言
葉
通
り
、
初

め
て
出
会
っ
た
２
つ
の
団
体
が
、
歌
を

通
し
い
つ
の
間
に
か
お
互
い
に
心
通
じ

合
い
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
同
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に

お
い
て
、
上
杉
家
家
老
直
江
兼
続
や
、

国
産
ビ
ー
ル
の
父
・
中
川
清
兵
衛
を
は

じ
め
と
し
た
与
板
町
史
に
つ
い
て
学
び
、

更
に
は
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指

導
の
も
と
、
良
寛
や
貞
心
尼
の
歌
碑
を

巡
り
学
習
を
終
え
ま
し
た
。 

 

　
和
島
村
体
育
協
会
の
設
立
30
周
年
を

記
念
し
、
10
月
16
日
（土）
和
島
農
村
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
記
念
式
典
と

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
初
７
月
18

日
（日）
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
７･

13
水
害
の
た
め
、
延
期
と
な
り
、
〝
１

日
で
も
早
い
復
興
〞
を
願
う
意
味
を
込

め
ま
し
て
災
害
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
体
育
協
会
発
足
当
時
の

会
長
・
副
会
長
で
あ
ら
れ
、
協
会
設
立

に
多
大
な
ご
尽
力
を
傾
け
、
以
後
21
年

間
当
協
会
発
展
の
た
め
、
ご
努
力
い
た

だ
き
ま
し
た
久
須
美
保
正
様
、
倉
部
昭

一
様
が
功
労
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
「
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
」

を
招
待
し
、
一
般
参
加
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
紅
白
戦
、
和
島

村
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

と
の
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
、
近
隣

中
学
生
を
招
い
て
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
選
手
に
よ
る
災
害
チ
ャ

リ
テ
ィ
募
金
活
動
も
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン

ト
最
後
に
協
会
会
長
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 

　
当
日
会
場
に
は
村
内
外
か
ら
約
２
０

０
人
以
上
の
方
が
集
ま
り
プ
ロ
選
手
と

の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
の
サ
イ
ン
会
で
は
、

長
蛇
の
列
が
並
び
、
満
足
そ
う
な
笑
顔

で
会
場
を
去
っ
て
い
か
れ
、
大
盛
況
の

イ
ベ
ン
ト
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
集
ま
り
ま
し
た
募
金
１
５
、８

７
６
円
は
、
〝
和
島
村
７
・
13
水
害
義

援
金
口
座
〞
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

    

　
11
月
の
「
こ
な
か
ク
ラ
ブ
」
で
、
お

正
月
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
11
月
20
日
（土）
は
、
「
和
島
切
り
絵
村
」

の
指
導
の
も
と
、
お
正
月
を
迎
え
る
準

備
と
し
て
「
神
棚
飾
り
」
の
制
作
を
行

な
い
ま
す
。
子
供
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

大
人
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

自
分
で
作
っ
た
神
棚
飾
り
を
飾
っ
て
新

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

 

◇
期
　
日
〔
会
場
〕 

11
月
20
日
（土）
〔
ゆ
き
わ
り
荘
〕 

◇
時
　
間 

午
後
１
時
〜
３
時
30 
分 

◇
持
ち
物 

　
作
品
を
入
れ
る
袋
１
枚 

※
大
人
の
み
百
円
カ
ッ
タ
ー
を
１
本 

　
持
ち
運
び
時
の
事
故
防
止
の
た
め
、

高
校
生
以
下
の
参
加
者
に
は
公
民
館

で
用
意
し
た
カ
ッ
タ
ー
を
貸
し
出
し

ま
す
。 

◇
参
加
費 

　
ど
な
た
で
も
１
人
百
円
（
教
材
代
） 

◇
そ
の
他 

　
カ
ッ
タ
ー
等
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◇
申
し
込
み 

　
参
加
さ
れ
る
方
は
、
11
月
15
日
（月）
ま

で
に
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

     

■
内
　
容 

　
越
後
オ
ペ
ラ
「
み
る
な
の
座
敷
」 

■
期
　
日 

　
11
月
10
日
（水）
・
11
日
（木） 

■
時
　
間
／
両
日
と
も 

【
午
前
の
部
】 

　
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
30
分 

【
午
後
の
部
】 

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分 

■
会
　
場 

長
岡
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル 

■
対
象
者 

　
村
民
並
び
に
圏
域
の
一
般
住
民
（
た

だ
し
、
未
就
学
児
の
同
伴
は
不
可
） 

■
募
集
人
数
／
20
名 

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
） 

■
申
し
込
み 

　
11
月
８
日
（月）
ま
で
に
、
和
島
村
教
育

委
員
会
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

　
交
通
手
段
は
各
自
で
対
応
し
て
下
さ

い
。 

    
　
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
25
回
村
民

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
11
月
21
日

（日）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

☆
期
　
日
／
11
月
21
日
（日） 

☆
会
　
場
／
北
辰
中
学
校 

☆
参
加
資
格 

　
中
学
校
以
上
の
村
民
及
び
村
内
事
業

所
に
勤
務
す
る
者 

☆
種
　
別 

　
男
子
の
部
及
び
女
子
の
部 

☆
締
切
り
／
11
月
10
日
（水） 

☆
お
問
合
せ 

　
和
島
村
教
育
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

▲ プロとの共演 

▲ 悪魔の歌の指導 ▲ 大人も子どもも大笑い 

▲ みんなでコーラス 

▲ 倉部昭一様 ▲ サイン会 ▲ 地元クラブチームとのエキシビジョンマッチ ▲ 久須美保正様 

こ
な
か
ク
ラ
ブ
通
信 

こ
な
か
ク
ラ
ブ
通
信 
第
25
回 

村
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

参
加
チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ 

第
25
回 

村
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

参
加
チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ 

電
話
番
号 

74
―
３
１
１
１ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

74
―
３
５
０
０ 

☆
11
月
７
日
（日） 

☆
11
月
14
日
（日）
 

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

年　月 事　　　　　項 
体育協会設立の話が出始める 

和島村体育協会設立　７種目８団体 

　会長　　久須美保正　　副会長　　倉部昭一 

　・バドミントン　・柔道　・卓球 

　・男子バレーボール 

　・バスケットボール ・婦人バレーボール 

　・剣道　・野球 

初めての主催大会「第１回柔剣道大会」実施 

剣道クラブ　全国青年大会優勝 

第１回男子バレーボール大会開催 

少年剣道教室開設 

第１回バドミントン大会開催　村民野球場完成 

硬式テニスクラブ加入 

「野球大会」「バレーボール大会」を公民館か

ら体育協会が主催へ 

野球連盟「少年野球教室」指導 

テニスクラブ「初心者テニス教室」開設 

10周年記念少年少女剣道大会開催　 

488名参加 

20周年記念20時間リレーソフトボール大会開催 

34ﾁｰﾑ、450名参加 

役員改選　会長　久須美保正から竹内嘉秀　へ 

和島村体育協会30周年記念式典・災害復興イベント 

前会長　久須美保正氏、前副会長　倉部昭一氏

功労表彰 

７種目７団体 

　・バドミントン　・卓球　・バスケットボール 

　・ゲートボール・剣道　・野球連盟　・テニス 

Ｓ47年 

 

 

Ｓ49年 

11月１日 

 

 

 

Ｓ52年 

Ｓ53年
 

 

Ｓ54年 

Ｓ55年 

 

Ｓ56年
 

 

 

Ｓ60年 

5月12日 

H７年 

７月29～30日 

H８年４月 

 
H１６ 

10月1６日
 

 

現在 
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（7）　職員手当の状況 

区　分 

期末手当 

勤勉手当 

退職手当 

和 島 村  国 

（16年度支給割合） 
 
６月期 
12月期 
　計 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 
　　　　　　　　　　　　　　　有 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（２～20％） 
退職時特別昇給 
　　　　　20年以上　　　１号 
　　　　　定年又は勧奨　１号 
１人当たり平均支給額　27,833千円 

自己都合 
21.00月分 
33.75月分 
47.50月分 
60.00月分 

勧奨・定年 
28.875月分 
43.335月分 
60.990月分 
60.990月分 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（２～20％） 
退職時特別昇給 
　　　　　　　20年以上　１号 

自己都合 
21.00月分 
33.75月分 
47.50月分 
60.00月分 

勧奨・定年 
28.875月分 
43.335月分 
60.990月分 
90.990月分 

 
期末手当 
1.40月分 
1.60月分 
3.00月分 

 
勤勉手当 
0.70月分 
0.70月分 
1.40月分 

（16年度支給割合） 
 
６月期 
12月期 
　計 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 
　　　　　　　　　　　　　　　有 

 
期末手当 
1.40月分 
1.60月分 
3.00月分 

 
勤勉手当 
0.70月分 
0.70月分 
1.40月分 

（8）　特別職の報酬等の状況 

全 職 種  

0％ 

　0円 

1　 

区　　　　　　　　分 
特殊勤務 

手　　当 

（平成15年度） 

時 間 外  

勤務手当 

平成15年度 
支 給 総 額  

職員１人当たり支給年額 114千円 

4,098千円 

87千円 

7,329千円 

支 給 総 額  

職員１人当たり支給年額 
平成14年度 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 

手 当 の 種 類（手当数） 

区　　分 内　　　　　　　　容 国の制度 
との異同 

同じ 

同じ 

同じ 

扶養手当 扶養親族のある職員に支給 

自ら居住するための住宅等の世帯主に支給 

通勤のため必要とされる運賃等の支給 

住居手当 

通勤手当 

区　　分 

村　　　長 

助　　　役 

収　入　役 

教　育　長 

712，000円 

570，000円 

534，000円 

499,000円 

255，000円 

189，000円 

181，000円 

1.60月分 

1.70月分 

 

3.30月分 

６月期 

12月期 

 

　計 

６月期 

12月期 

 

　計 

1.60月分 

1.70月分 

 

3.30月分 

議　　　長 

副　議　長 

議　　　員 

期末手当支給割合 給料・報酬月額 

給

　

料

 

報

　

酬

 

（平成16年４月１日現在） 

一般行政 

特別行政 

公営企業等 
会　　計 

計  

（10）　定員適正化計画 

　
村
民
の
皆
さ
ん
、和
島
村
の
職
員
給
与
等

の
実
情
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 

（9）　部門別職員数の状況と主な増減理由 
（平成16年４月１日現在） 

職 員 数  対前年 
増減数 

主 な 増 減 理 由  

 

平成15年 

2 2 　  
合併事務局へ派遣 

　 
 
 
道の駅事業の終了 

 

 

 

 
 
 

 

15 17 2
4 4 　 
12 13 1
3 3 　 
6 6 　 
1 1 　 
3 2 －1

46 48 2

17 17 　 

17 17 　 

2 2 　 
6 6  

8 8 　 

71 73 2

議　会 
総　務 
税　務 
民　生 
衛　生 
農林水産 
商　工 
土　木 

小　計 

教　育 

小　計 

下水道 
その他 

小　計 

合　　　計 

平成16年 

一

般

行

政

部

門

 

部
　
　
門 

特
別
行
政 

会
計
部
門 

公
営
企
業
等 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、村職員の身分を保有する休職者、派遣職員などを 
　　　含み、臨時又は非常勤職員を除いている。 

社会福祉協議会合併事務 

（平成16年４月１日現在） 

（平成16年４月１日現在） 

定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 

　12年度に定員適正化計画を策定し、平成13年度から17年度までの5年間で、定員モデル超過率により6名削減す
る目標を定めました。 
　16年度において、合併事務の増加に伴い増員が必要であったが後年度においては、再度事務事業の見直しを行
い定員の適正化を図ります。 

区分 

増減数 

職員数 

増減数 

職員数 

増減数 

職員数 

増減数 

職員数 

12年 
計画前年 

13年 
1年目 

14年 
2年目 

15年 
3年目 

16年 
4年目 

（参考） 
数値目標 

  △3 △6 1 2  

 54 51 45 46 48 49 

 

 17 17 17 17 17 16 

   4 

 4 4 8 8 8 4 

  △3 △2 1 2 

 75 72 70 71 73 69
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（1）　人件費の状況（普通会計決算） 

平成15年度 
5,090人 2,667,921

千円 千円 千円 ％ ％ 
64,366 523,335 19.6 19.5

区　　分 
住民基本台帳人口 
　　　　（年度末） 

平成16年３月31日現在 

歳　　出　　額 
　　　　　　Ａ 

実　質　収　支 人　　件　　費 
　　　　　　Ｂ 

人　件　費　率 
（Ｂ／Ａ） 

（参考）平成14年 
度の人件費率 

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。 

（2）　職員給与費の状況（一般会計予算） 

平成16年度 65人 225,378千円 28,575千円 88,449千円 342,402千円 5,267千円 

区　　分 
職　　員　　数 
　　　　　　Ａ 給　　　　　料 職　員　手　当 

給 与 費  

期末・勉強手当 　　　計　　　 　　　　　　Ｂ 

一人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 

（注）１．職員手当には、退職手当を含まない。 
　　　２．給与費は、当初予算に計上された額である。 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものである。 

（3）　職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 

和島村 

平均給料月額 

一 般 行 政 職  技 能 労 務 職  

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 

298,900円 

360,114円 

39.1歳 

42.8歳 

235,000円 

339,436円 

49.7歳 

45.8歳 

区 分  

新潟県 

（平成16年４月１日現在） 

（5）　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

（4）　職員の初任給の状況 
（平成16年４月１日現在） 

和 島 村  

決定初任給 
採用２年経過日 
給　　料　　額 

採用２年経過日 
給　　料　　額 

初 任 給  
区　　分 

国 

大学卒 170，700円 

138，800円 

184，400円 

148，500円 

170，700円 

138，800円 

184，400円 

148，500円 
一般行政職 

高校卒 

区　　　　分 経験年数10年以上15年未満 

2,855百円 

2,435百円 

3,553百円 

3,186百円 

経験年数20年以上25年未満 

大 学 卒  
一般行政職 

高 校 卒  

（平成16年４月１日現在） 

（注）１．和島村の給与条例に基づく給料表の級区別による職員数である。 
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。 

（6）　一般行政職の級別職員数の状況 （平成16年４月１日現在） 

区　　　分 

標 準 的 な  
業 務 内 容  

職 員 数  

構 成 比  

１年前の 
構 成 比  

５年前の 
構 成 比  

１　級 

主　事 

―人 9人 3人 15人 9人 2人 8人 ―人 46人 

―％ 19.6％ 6.5％ 32.6％ 19.6％ 4.3％ 17.4％ ―％ 100％ 

―％ 13.6％ 18.2％ 27.3％ 18.2％ 9.1％ 11.4％ 2.2％ 100％ 

3.8％ 17.3％ 13.5％ 13.5％ 32.7％ 7.7％ 11.5％ ―％ 100％ 

主　事 主　事 
主　任 
主　査 

主　査 
係　長 

係　長 課　長 

２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 

課　長 

８　級 計 

参
　
　
考 

和島村職員の給与などのあらましを村民のみなさんに公表します 



▲ 八子千鶴子さん 

▲ 女性部部長　長谷川清子さん 

▲ 左から柄澤さん、日木さん、本間さん 
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◎
八
子
千
鶴
子
さ
ん
表
彰 

　
平
成
16
年
９
月
29
日
（水）
与
板
警
察
署

に
お
い
て
、
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
が

行
な
わ
れ
、
八
子
千
鶴
子
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

　
八
子
さ
ん
は
平
成
９
年
１
月
よ
り
和

島
村
交
通
安
全
協
会
の
理
事
に
就
任
さ

れ
、
現
在
は
女
性
部
役
員
を
兼
務
し
て

お
り
ま
す
。
女
性
部
副
部
長
と
し
て
和

島
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
て
交

通
安
全
教
育
を
は
じ
め
と
し
街
頭
指
導

な
ど
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
功
績
が
認

め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

 

◎
和
島
村
交
通
安
全
協
会
女
性
部
表
彰 

　
ま
た
同
日
、
和
島
村
交
通
安
全
協
会

女
性
部
も
交
通
安
全
団
体
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
和
島
村
交
通
安
全
協
会
女
性

部
は
昭
和
63
年
に
設
立
。
紙
し
ば
い
、

指
人
形
な
ど
に
よ
る
幼
・
保
で
の
幼
児

教
育
、
交
通
安
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
コ
ッ

ト
「
わ
し
麻
呂
鶴
」
「
わ
し
麻
呂
て
ま

り
」
を
作
成
し
成
人
式
や
街
頭
指
導
時

に
配
布
、
交
通
安
全
の
積
極
的
な
呼
び

か
け
等
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
が
認
め

ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

 

   

　
平
成
17
年
の
優
秀
無
事
故
運
転
者
の

表
彰
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
該
当
さ
れ
る
方
は
以
下
に
よ
り
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。 

■
表
彰
種
別 

①
10
年
表
彰
　
②
20
年
表
彰 

③
30
年
表
彰
　
④
40
年
表
彰 

⑤
50
年
表
彰 

　
過
去
一
度
も
申
請
し
た
こ
と
が
な
い

方
で
も
②
〜
⑤
の
申
請
が
で
き
ま
す
。 

■
受
賞
資
格 

①
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。 

②
平
成
17
年
４
月
６
日
現
在
、
申
請
す

る
「
表
彰
年
数
」
以
上
の
運
転
経
験

が
あ
り
、
当
該
年
数
の
間
継
続
し
て

事
故
・
違
反
が
無
い
こ
と
。
た
だ
し

10
年
間
の
区
切
り
で
、
10
年
間
に
行

政
処
分
点
数
３
点
以
下
の
事
故
、
違

反
に
つ
い
て
は
、
１
回
に
限
り
前
歴

と
し
ま
せ
ん
。
（
た
だ
し
、
こ
の
条

件
は
飛
び
つ
け
表
彰
〈
過
去
表
彰
歴

が
な
く
今
回
は
じ
め
て
20
年
以
上
の

表
彰
を
申
請
す
る
こ
と
〉
に
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
） 

■
申
請
手
続
き 

　
平
成
16
年
12
月
16
日
（木）
ま
で
に
、
免

許
証
、
交
通
安
全
協
会
会
員
証
、
認
印

を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
２
階
総
務
課

ま
で
お
い
で
下
さ
い
。 

■
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
総
務
課 

　
（
�
74
―
３
１
１
１
　
内
線
２
１
４
） 

　
新
潟
県
は
自
動
車
乗
車
中
の

死
者
の
う
ち
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
率
が
27
・
５
％
と
低
く
、昨
年

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
査
で

も
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
り
ま

し
た
。 

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
自
分
の
命
を

守
る
最
後
の
砦
で
す
。
運
転
す
る

際
は
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

着
用
す
る
３
秒
の
動
作
が
、あ
な

た
の
一
生
を
守
り
ま
す
。 

優
秀
無
事
故
運
転
者
表
彰

優
秀
無
事
故
運
転
者
表
彰 

該
当
者
は
い
ま
せ
ん
か
？

該
当
者
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

優
秀
無
事
故
運
転
者
表
彰 

該
当
者
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
10
月
１
日
（金）
長
岡
市
教
育
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
第
30
回
長
岡

地
域
児
童
生
徒
科
学
研
究
発
表
会

お
い
て
島
田
小
学
校
の
本
間
美
穂

さ
ん
、
柄
澤
良
美
さ
ん
、
日
木
公

美
子
さ
ん
の
３
名
が
「
兎
ヶ
丘
の

地
層
の
研
究
」
に
お
い
て
優
秀
賞

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。 

　
兎
が
丘
は
、
今
年
の
７
月
13
日

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
山
肌
が
削
ら

れ
、
地
層
が
は
っ
き
り
と
表
れ
ま

し
た
。
３
人
は
こ
の
地
層
を
研
究

し
も
の
で
す
。 

　
メ
ン
バ
ー
の
日
木
さ
ん
は
「
学

校
の
近
く
に
も
い
い
研
究
材
料
が

あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
な
お
こ
の
研
究
成
果
は
第
40
回

新
潟
県
児
童
生
徒
科
学
研
究
発
表

会
に
送
ら
れ
ま
す
。 

 

新 潟 県 知 事 選 挙 新 潟 県 知 事 選 挙 結果発表 結果発表
 

（平成16年10月17日執行） 

〔候補者別得票数〕 

■有権者数…4,111人（男1,959人、女2,152人） 

■投票者数…2,725人（男1,298人、女1,427人） 

■投 票 率…66.29％　　■投票総数…2,725票 

■有効投票…2,658票　　■無効投票…67票 

○こばやし　一　三 558票 

○かわまた　幸　雄 49票 

○いずみだ　裕　彦 1,431票 

○た　　が　秀　敏 419票 

○伊　　藤　ゆうじ 58票 

○みやこし　　　馨 143票 

 

平成17年3月末まで 平成17年3月末まで 

平成17年4月から 平成17年4月から 

預金保険機構 
（�03－3212－6029） 
 
関東財務局 
（�048－600－1146） 
または金融機関の窓口にお
問合わせください。 

もっと詳しく 
知りたい方は？ 
もっと詳しく 
知りたい方は？ 

預
金
保
険
の
対
象
商
品 

預
金
保
険
の
対
象
商
品 

当座預金、 
普通預金、 
別段預金

定期預金、貯蓄預金、通知預金、
定期積金、元本補てん契約の
ある金銭信託（ビッグなどの
貸付信託を含みます）、金融
債（保護預り専用商品に限り
ます）など（※1） 

外貨預金、譲渡性預金、元本
補てん契約のない金銭信託
（ヒット、スーパーヒットなど）、
金融債（保護預り専用商品以
外のもの） 

全額保護 

平成14年4月～平成17年3月 平成17年4月～ 

利息のつかない等の 
条件を満たす預金 
（※2）は全額保護 

合算して元本1,000万までとその利息等（※3）を保護 
 

1,000万円を超える部分は、破たん金融機関 
の財産の状況に応じて支払われます 
（一部カットされることがあります。） 

保護対象外 
 

破たん金融機関の財産の状況に応じて支払われます 
（一部カットされることがあります。） 

商品の分類 
期　間 

●預金保険対象商品と保護の範囲は？ 

○当座預金、普通預金、別段預金については全額が保護されます。 
 
○定期預金等については、これまで同様、預金者一人当たり、一金融機関毎に元本1,000万円ま
でとその利息等が保護されます。 

○当座預金等の利息がつかない預金(※)が全額保護されることに
なります。 
 
○定期預金等については預金者一人当たり、一金融機関毎に元本
1,000万円までとその利息等が保護されます。 
 
※決済預金といいます。「無利息、要求払い、決済サービスを提
供できること」という3条件が満たされるものです。 
　なお預金保険制度、農水産業共同組合貯金保険制度ともに同様
の取扱いがなされます。 

（※1）このほか、納税準備預金、掛金、預金保険の対象預金を用いた積立・財形貯蓄商品が該当します。 
（※2）決済用預金といいます。「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という3条件を満たすものです。 
（※3）定期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配等も利息と同様保護されます。 

（ 　　　　　） 

（ 　  　　　　） 
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INFORMATION

11月の納税・納入 

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○ 

○ 

○ INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

11月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間 
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科（小児科）・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

15

■休日救急当番医表 

■お問い合せ及び連絡先 

長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262

小 林 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマトレディスクリニック 
丸 岡 医 院  

�27－7755�
�21－0800 
�39－7111 
�39－2422

区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 
3日（祝）�
7日（日）�

14日（日）�

21日（日）�
23日（祝）�
28日（日）�

丸 岡 医 院  

トマトレディスクリニック 

セ ントポ ーリア  

ウィメンズクリニック 

明 石 医 院  

小 林 医 院  

丸 岡 医 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  
 

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

○出前 
　【村田公会堂】 

○出前 
　【下小島谷集落センター】 

○出前 
　【東保内集落センター】 

○フリーデー 

○フリーデー 

○フリーデー 

○わくわくデー 
　親子体操 

○出前 
　【下町上集会場】 

わくわくデー 
　作って遊ぼう糸電話 

 
文化の日（お休み） 

 

○フリーデー 

○出前 
　【北野集落開発センター】 

○出前 
　【中沢集落開発センター】 

○フリーデー 

 
（お休み） 

 
（お休み） 

 
勤労感謝の日（お休み） 

○わくわくデー 
　【誕生会、発育測定】 

○フリーデー 

○フリーデー 

 
（お休み） 

○フリーデー 

○お問合せ…住民課福祉係（� 74-3111） 

○時間…保育所　9：30～11：30 
　　　　出　前　9：30～11：00

○今月のテーマ…自然に親しもう 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

 

長岡広域圏イベント情報 

◆期　日／1１月３日（祝）　 
◆会　場／みしま中央会館 
◆内　容／農産物品評会、芸能発表、バザーなど。 
◆問合せ／三島町産業課　（�42－2221） 

『三島産業まつり』 三島町 

◆期　日／1１月13日（土）・14日（日） 
◆会　場／もみじ園 
◆内　容／もみじ園の山荘で一般来園者を対象に気軽にお

茶を楽しめます。 
◆問合せ／越路町企画振興課　（�92－5902） 

『もみじ園茶席』 越路町 

◆期　日／11月28日（日）　 
◆会　場／菅原神社 
◆内　容／学問の神様として知られる菅原道真公にあやか

り合格祈願を行う祭礼。毎年大勢の受験生や保
護者などが訪れます。参拝者にはお札や絵馬、「ご
を書く石（合格石）」などが贈られます。 

◆問合せ／孫四郎商店　（�58－2425） 

『来伝天神合格祈願祭』 栃尾市 
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今 月 の テ ー マ 

改正道路交通法 

　
今
回
の
改
正
は
、
車
を
運
転
す
る
す
べ

て
の
人
に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。
改
正
ポ

イ
ン
ト
を
正
し
く
理
解
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

  

　
運
転
中
の
携
帯
電
話
等
の
使
用
な

ど
に
対
す
る
罰
則
規
定
は
ど
う
な
る

の
で
す
か 

 

　
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車
の
運

転
中
の
携
帯
電
話
等
の
使
用
な
ど
に

つ
い
て
は
、
平
成
11
年
の
道
路
交
通
法
改

正
に
よ
り
禁
止
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
違
反
し
た
者

に
対
す
る
罰
則
は
、
違
反
行
為
に
よ
っ
て

道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ

た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
11

年
に
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
施
行
直
後

に
は
、
携
帯
電
話
な
ど
の
使
用
に
か
か
わ

る
交
通
事
故
件
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
も

の
の
、
そ
の
後
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
罰
則

に
加
え
て
、
運
転
中
の
携
帯
電
話
等
を
使

用
す
る
こ
と
自
体
が
罰
則
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
16
年
11
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

  

　
飲
酒
運
転
対
策
と
し
て
新
た
に
強

化
さ
れ
る
罰
則
と
は
ど
ん
な
も
の
で

す
か 

 

　
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
は
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が
後
を
絶
た

な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
14
年
６
月
に
罰
則

の
引
き
上
げ
や
行
政
処
分
の
強
化
が
行
わ

れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
と
比
べ
、
飲
酒

検
知
拒
否
に
対
す
る
罰
則
が
低
く
な
っ
た

こ
と
を
背
景
と
し
て
、
飲
酒
運
転
の
呼
気

検
査
を
拒
否
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
警
察
官
が
呼
気
検
査
を
確
実

に
実
施
し
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
飲
酒
運
転
の
呼
気
検

査
を
拒
否
し
た
人
に
対
す
る
罰
則
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
16
年
11

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

  

　
暴
走
族
対
策
と
し
て
新
た
に
強
化

さ
れ
る
罰
則
と
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

り
ま
す
か 

 

　
こ
れ
ま
で
は
、
集
団
暴
走
行
為
に

よ
り
迷
惑
を
被
っ
た
人
や
危
険
に
遭
っ

た
人
が
い
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
罰

則
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
人
が
現
場
に
い
な
い
場
合
に
は

検
挙
が
で
き
な
い
な
ど
、
暴
走
族
取
締
り

の
支
障
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
爆

音
暴
走
に
対
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
騒
音

運
転
の
禁
止
規
定
に
は
罰
則
が
設
け
ら
れ

て
お
ら
ず
、
消
音
器
不
備
に
対
す
る
罰
則

に
つ
い
て
は
罰
金
の
額
が
低
い
た
め
に
十

分
な
抑
止
力
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
今
回
の
改
正
で
は
、
集
団
暴
走
行
為
に

よ
り
迷
惑
を
被
っ
た
り
、
危
険
に
遭
っ
た

り
し
た
人
が
い
な
く
て
も
、
集
団
暴
走
行

為
そ
の
も
の
が
罰
則
の
対
象
と
な
る
な
ど
、

対
策
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
平

成
16
年
11
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

   

　
違
法
駐
車
対
策
と
し
て
新
た
に
強

化
さ
れ
る
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

 

　
違
法
駐
車
は
、
交
通
事
故
や
交
通

渋
滞
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
ほ

か
、
救
急
車
や
消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両

の
通
行
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

違
法
駐
車
の
大
半
は
運
転
者
が
車
を
離
れ

て
い
る
た
め
、
運
転
者
と
車
の
使
用
者
（
車

検
証
に
記
載
さ
れ
た
管
理
者
）
が
異
な
る

場
合
は
違
反
者
の
特
定
が
困
難
な
こ
と
な

ど
か
ら
、
取
締
り
に
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
今
回

の
改
正
に
よ
り
、
放
置
車
両
に
か
か
わ
る

使
用
者
の
責
任
強
化
を
図
る
ほ
か
、
違
法

駐
車
の
取
締
り
事
務
の
合
理
化
を
図
る
た

め
、
新
た
に
民
間
法
人
に
取
締
り
関
係
事

務
を
委
託
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
公
布
の
日
（
平
成
16
年
６
月
９

日
）
か
ら
２
年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。 

  

　
今
回
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
導
入
さ
れ
る
自
動
車
の
種
類
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い 

 

　
自
動
車
の
種
類
と
し
て
「
中
型
自

動
車
（
車
両
総
重
量
５
〜
11
ト
ン
）
」

が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、

中
型
免
許
お
よ
び
中
型
第
二
種
免
許
が
新

設
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
改
正
法
施
行
前
に

普
通
免
許
を
受
け
て
い
る
人
は
、
施
行
後

も
今
ま
で
と
同
じ
範
囲
の
自
動
車
を
運
転

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
公

布
の
日
（
平
成
16
年
６
月
９
日
）
か
ら
３

年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
動
二
輪
車
の
二
人
乗
り
の
規

制
の
見
直
し
が
さ
れ
ま
す
。
高
速
道
路
で

自
動
二
輪
車
の
二
人
乗
り
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
自
動
二
輪
車
の
利
用
者
な

ど
か
ら
規
制
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
20
歳
以
上
、

経
験
３
年
以
上
の
運
転
者
は
高
速
道
路
で

の
自
動
二
輪
車
の
二
人
乗
り
運
転
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
公
布
の
日
（
平
成
16
年
６
月
９
日
）

か
ら
１
年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。 



平
成
16
年
度 

長
岡
地
域
Ｉ
Ｔ
推
進
事
業
に
つ
い
て 
自
衛
隊
生
徒
を
募
集 

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が 

変
わ
り
ま
し
た 

●めざせ、ヤングエンジニア！● 
募集項目 受　　験　　資　　格 受　付　企　画 試　験　期　日 

日本国籍を有し平成17年4月1日
現在、15歳以上17歳未満の男子 

◎採用予定数 
　陸上生徒　約250名、　海上生徒　約60名、 
　航空生徒　約50名 
 
◎教育内容 
　約2年半ないし3年間は陸・海・空生徒とも各学校で一般高校と同じ学科と各種技術の
基礎を学び、この期間を終えると、それぞれ専門的な技術を学びます。 

平成17年1月11日（火） 
　　　　　　　　　まで 

一次試験 
　　平成17年1月15日 自

　
衛
　
隊
　
生
　
徒 

講座名 内　　容 会　　場 受講料 講習日 定員 

Wordの各種機能を

学習し、PR用チラシ

などの美しく効果的

な文章の作成方法

を学習する。 

 

 

PowerPointの各

種機能を学習し、動

きのあるプレゼン

テーション資料の作

成を学習する。 

 

Word・Excelの基

本をマスターしてい

る方を対象に、図・

表の挿入や、文書へ

の差込等を学習する。 

 

ホームページビル

ダーの各種機能を

学習し、ホームペー

ジ作成を学習する。 

長岡 

コンピュータ 

　　　カレッジ 

 

信濃川 

テクノアカデミー 

 

 

 

 

 

 

愛誠PC 

　　コーチング 

 

 

 

 

 

長岡 

コンピュータ 

　　　カレッジ 

 

11/30（火）・ 

12/3（金）・7（火)・

10（金） 

 

12/6（月）・7（火）・

8（水）・9（木） 

 

12/1（水）・2（木）・

8（水）・9（木） 

 

 

 

 

12/14（火）・15

（水）・21（火）・22

（水） 

 

 

 

12/13（月）・17

（金）・20（月）･27

（月） 

 

1,000

円 

 

 

1,000

円 

 

1,000

円 

 

 

 

 

1,000

円 

 

 

 

 

1,000

円 

 

30名 

 

 

 

30名 

 

 

20名 

 

 

 

 

 

20名 

 

 

 

 

 

30名 

 

Wordコース 

(長岡) 

 

 

Wordコース 

（小千谷） 

 

Power 

Point 

コース 

 

 

 

Word・Excel 

コース 

 

 

 

 

Homepage 

コース 

 

 

   

◎
事
業
内
容 

①
パ
ソ
コ
ン
講
座 

地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
々
を
対
象
に
パ
ソ
コ

ン
講
座
を
開
講
し
ま
す
。 

■
期
　
日 

　
11
月
30
日
（火）
〜
12
月
27
日
（月）  

　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時 

■
会
　
場 

・
長
岡
市
殿
町
１
―
１
―
１ 

　
長
岡
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ 

・
長
岡
市
千
歳
３
―
２
―
35 

　
（有）
愛
誠
ピ
ー
シ
ー
コ
ー
チ
ン
グ 

・
小
千
谷
市
上
ノ
山
４
―
４
―
２ 

　
信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ
ミ
ー 

■
対
象
者 

長
岡
地
域
13
市
町
村
に
在
住
の
地

域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
方
、
ま

た
は
興
味
の
あ
る
方
。 

■
参
加
費
　 

　
１
講
座
に
つ
き
１
、
０
０
０
円 

　(

テ
キ
ス
ト
代
含
む) 

②
Ｉ
Ｔ
講
演
会 

地
域
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
の
活
動
に
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
利
用

し
た
先
進
事
例
や
、
新
し
い
提
案
に

つ
い
て
の
講
演
会
。 

■
期
　
日 

　
12
月
19
日
（日） 

10
時
30
分
〜
12
時 

■
会
　
場
　 

　
長
岡
市
厚
生
会
館
　
小
ホ
ー
ル 

■
対
象
者 

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

■
参
加
費
／
無
料 

■
定
　
員
／
70
名 

◎
申
込
方
法 

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
も
）
、
電
話
番
号
（
昼
間
連
絡
の
つ

く
も
の
）
、
活
動
団
体
名
、
活
動
内
容
、

希
望
す
る
講
座
名
を
記
載
の
上
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
岡
地
域
広
域
行
政

組
合
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
長

岡
地
域
広
域
行
政
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。 

◎
申
込
締
切
日 

　
11
月
22
日
（月）
必
着 

　
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
参

加
者
を
決
定
し
ま
す
。
抽
選
後
、
受
講

決
定
者
に
受
講
券
と
詳
し
い
案
内
を
送

付
し
ま
す
。 

◎
問
合
先 

　
長
岡
地
域
Ｉ
Ｔ
推
進
事
業
実
行
委
員

会
事
務
局 

〒
９
４
０
―
０
０
８
４ 

長
岡
市
幸
町
２
―
１
―
１
長
岡
市
役
所

幸
町
分
室
２
Ｆ
　 

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
宛 

　
　
　
　
　
　
　
（
�
37
―
６
０
６
７
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

   

　
新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
従
来
の
時
間

額
６
４
１
円
か
ら
１
円
引
上
げ
、
本
年

９
月
30
日
か
ら
６
４
２
円
に
改
正
と
な

り
ま
し
た
。 

 

○
時
間
額
６
４
２
円 

（
効
力
発
生
年
月
日
…
平
成
16
年
９
月

30
日
） 

 

■
新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
事
業

を
営
む
全
て
の
使
用
者
及
び
そ
の
事

業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
。
）

に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
最
低
賃
金
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。 

■
な
お
、
賃
金
が
時
間
額
以
外
（
日
額
、

月
額
、
そ
の
他
）
で
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
は
、
日
額
、
月
額
等
を
時
間

額
に
換
算
し
て
比
較
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

■
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、

精
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当

は
除
外
さ
れ
ま
す
。 

■
特
定
の
産
業
に
は
産
業
別
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
お
問
合
せ
　 

　
　
長
岡
労
働
基
準
監
督
所 

　
　
　
　
　
　
（
�
33
―
８
７
１
１
） 

 

   
■
防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
生
徒
を
左
表

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
柏
崎
募
集
事
務

所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

柏
崎
市
穂
波
町
１
―
36
　 

　
（
�
０
２
５
７
―
２
４
―
３
０
０
０
） 

 

17

11
月
は
「
建
設
雇
用
改 

　
　
善
推
進
月
間
」
で
す 

平
成
16
年
分
年
末
調
整 

説
明
会
開
催
日
の
お
知
ら
せ 

中
越
ブ
ロ
ッ
ク
キ
ャ
リ
ア 

　
　
応
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

自
動
車
保
険
相
談 

戸
籍
事
務
の 

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
完
了 

   

　
若
年
求
職
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
時
代
の
変
化
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
必
要
性
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
進

め
方
を
学
び
職
業
・
職
務
理
解
を
通
し
、

あ
な
た
の
今
・
今
後
に
役
立
つ
能
力
開

発
情
報
の
提
供
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に

関
す
る
講
習
会
で
す
。 

■
日
　
時 

　
11
月
10
日
（水）
〜
12
日
（金） 

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分 

■
会
　
場 

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟 

　
（
長
岡
市
住
吉
３
―
１
―
１
） 

■
参
加
費
／
無
料 

■
定
　
員
／
20
名 

■
申
込
締
切 

　
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

（
�
０
２
５
―
２
４
０
―
０
５
３
１
） 

    

　
近
年
、
交
通
事
故
も
複
雑
化
し
て
、

そ
の
解
決
に
お
困
り
の
方
も
多
い
こ
と

と
存
じ
ま
す
。 

　
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
た
め
に
全
国

に
「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
自
動
車
損
害
保
険
賠
償
責

任
保
険
並
び
に
任
意
自
動
車
保
険
請
求

に
つ
い
て
、
一
切
無
料
で
ご
相
談
を
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

■
相
談
時
間 

　
午
前
９
時
〜
12
時 

　
午
後
１
時
〜
５
時 

■
相
談
曜
日 

　
月
曜
〜
金
曜
日 

※
弁
護
士
相
談
日
も
設
定
し
て
い
ま
す
。 

　
（
予
約
制
・
相
談
無
料
） 

■
相
談
場
所 

社
団
法
人
　
日
本
損
害
保
険
協
会 

新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー 

新
潟
市
本
町
通
７
番
町
１
０
８
２

番
地 

　
（
�
０
２
５
―
２
２
５
―
１
８
５
１
） 

    

　
和
島
村
で
は
11
月
17
日
（水）
（
予
定
）

よ
り
、
全
て
の
戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
さ
れ
ま
す
。 

　
現
在
戸
籍
・
平
成
改
製
原
戸
籍
に
つ

い
て
は
既
に
稼
動
済
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
度
除
籍
（
昭
和
改
製
原
戸

籍
・
除
籍
）
に
つ
い
て
も
稼
動
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す
と
、

一
連
戸
籍
の
証
明
発
行
が
容
易
に
な
り

お
客
様
に
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間
も
大

幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。 

■
戸
籍
事
務
に
関
す
る
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
住
民
課
戸
籍
係 

　
（
�
74
―
３
１
１
１
　
内
線
２
５
３
） 

   

　
建
設
業
を
よ
り
魅
力
あ
る
産
業
と
し

て
発
展
さ
せ
る
た
め
「
夢
築
く
　
建
設

の
現
場
　
雇
用
改
善
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
建
設
業
で
働
く
人
達
の
雇
用
の
安
定
・

労
働
福
祉
の
向
上
・
労
働
災
害
の
防
止

等
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
建
設
事
業
主
を
始
め
関
係
者
の
方
々

の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
な
お
、
建
設
業
の
雇
用
改
善
を
支
援

す
る
助
成
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 

■
助
成
金
お
問
合
せ
先 

　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

　
（
�
０
２
５
―
２
４
７
―
５
３
２
１
） 

■
お
問
合
せ 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡 

　
　
　
　
　
　
（
�
32
―
１
１
８
１
） 

    

　
今
年
も
年
末
調
整
の
時
期
を
迎
え
、

長
岡
税
務
署
で
は
「
平
成
16
年
分
年
末

調
整
説
明
会
」
を
次
の
通
り
予
定
し
て

い
ま
す
。 

■
日
　
時 

　
11
月
17
日
（水） 

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

■
会
　
場 

　
寺
泊
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
「
は
ま
な
す
」
３
階
大
会
議
室 

 

Ｑ
　
経
管
栄
養
の
要
介
護
者
は
、

食
事
を
し
な
い
の
で
歯
磨
き
は
必

要
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

Ａ
　
経
管
栄
養
の
要
介
護
者
は
、

健
康
な
人
以
上
に
歯
磨
き
や
お
口

の
お
手
入
れ
が
必
要
で
す
。
要
介

護
者
は
体
の
抵
抗
力
が
低
下
し
て

い
ま
す
。
ま
た
食
事
が
軽
食
や
ミ

キ
サ
ー
食
に
な
る
と
、
お
口
の
中

が
汚
れ
や
す
く
な
り
、
丁
寧
に
歯

磨
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
食
事
が
と
れ
な
く
な
り
完

全
に
経
管
栄
養
に
な
る
と
、
食
事

を
と
る
こ
と
で
自
然
と
き
れ
い
に
な
っ

て
い
た
、
お
口
の
粘
膜
、
ほ
っ
ぺ
、

な
ど
が
バ
イ
キ
ン
の
巣
と
な
っ
て

き
ま
す
。 

　
歯
の
周
り
で
は
、
唾
液
な
ど
の

中
に
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
や
糖
質
を

栄
養
と
し
て
バ
イ
キ
ン
が
増
殖
し
、

プ
ラ
ー
ク
と
な
っ
て
白
い
塊
に
な

り
歯
に
こ
び
り
つ
き
ま
す
。
粘
膜

に
付
着
し
た
バ
イ
キ
ン
や
、
歯
の

プ
ラ
ー
ク
は
、
う
が
い
や
洗
浄
液

で
は
除
去
で
き
ま
せ
ん
。
日
頃
か

ら
お
口
の
中
を
歯
磨
き
な
ど
の
お

手
入
れ
に
よ
り
、
清
潔
に
保
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
歯
に
付
い
た
バ

イ
キ
ン
は
歯
ブ
ラ
シ
で
落
と
し
、

粘
膜
、
舌
は
ガ
ー
ゼ
や
綿
棒
な
ど

で
と
り
ま
す
。 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

高齢者とその家族のよろず相談 高齢者とその家族のよろず相談 

相談電話　025－285－4165 
（新潟市上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ3階） 
　新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家
族の方々が抱える悩みごとや、心配ごとの相談を無料でお
受けしています。 
　なお、平成16年11月から12月の相談日程は次の通りです。 

相談の種類 

よろず相談 

法　　　律 

医　　　療 

痴　　　呆 

公的年金・保険 

税　　　金 

健康・介護 

13：00～16：00

13：30～15：30

14：00～16：00

13：30～15：30

10：00～12：00

10：00～16：00

1,8,15,22,25,29

4（臨時） 

17

2

12

11

6,13,20,24,27

１ 

15

7

10

9

専門相談（予め予約が必要です） 

毎週月曜日から金曜日　９：００～１７：００まで 
　　　　　　　　（土日祝日・年末年始は除く） 

相談時間 11　月 12　月 

16


	h16_11_01
	h16_11_02
	h16_11_03
	h16_11_04
	h16_11_05
	h16_11_06
	h16_11_07
	h16_11_08
	h16_11_09.pdf

